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3-2　海からの贈り物（海藻・魚・海水・海砂）
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2014/6/12,26    14:45 16:15 28 
2014/9/25,10/2    15:15 16:30 27 
2014/10/9,16    14:45 16:00 38 
2014/12/4,18    15:00 16:00 24 
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3-3　海に親しむ導入プログラム
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４　海洋教育担当教員講習会の

開催　　　　　　　　　　
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　海洋に対する知識を深め、海洋教育教材を扱って指導するスキルを持った海洋教育リー
ダー教員を養成することをめざし、学校教員に向けて様々な講習、研修を行いました。大
塚キャンパスでの教員研修会、湾岸センターでの研修会、館山市のモデル校における研修
会、その他の場所で実施した研修会についてご紹介します。

4-1　大塚キャンパスにおける海洋教育リーダー教員の養成

　2014年７月28日～８月１日の５日間、お茶の水女子大学大塚キャンパスにおいて海洋教
育担当教員講習会を開催し、５日間で計153名の小学校現職教員に対して講習を行いまし
た。海洋教育の重要性、学校教育に海洋教育を導入する意義について講義を行い、海洋教
材「塩を作ろう」を実技指導しました。５日間で計153名が受講し、「塩を作ろう」の実験
技術の習得、背景となる理科的な知識、そして海洋教育における取り扱い、海洋教育に関
する他教科との関連について学びました。

海洋教育担当教員講習会の開催

蒸発乾固実験
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結晶の析出

官能評価
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講習に際して、講習用のテキストを改訂しました（次ページから）。

講義風景
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4-2　湾岸センターにおける教員研修
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http://marine.bio.ocha.ac.jp/tateyamamapJ.htm  

10:20 12:35  
 

  11 Tel: 0470-29-0838 wangan@cc.ocha.ac.jp 
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4-3　モデル校における教員研修
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4-4　学外での教員研修

26 8 1 2  
32 2  

 

 
 

26 12 22  
15 1 7 7  
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　昨年度の報告書には、日本の教育現場の実情にもとづき、海洋教育カリキュラム開発に
おいて様々な課題がある中、特に①教科書の記載のあり方と、②「海」のその場での実体
験ベースに大きく依存しない実践のあり方を検討する必要性について指摘した。②につい
ては既にお茶の水女子大学で全国の高校、中学校に「海からの贈り物」として教材を提供
しており、海辺の学校に特色ある実践として認識されてしまいがちな海洋教育カリキュラ
ムの普及上の課題を乗り越え、全国の学校での汎用性をもつものとして大いに期待できる
ものであることも指摘している。
　今年度は「海育科」という新教科のカリキュラムを開発する基盤作りとして、①に関し
ては、既存の教科書の中の海に関する記載に注目した分析を行い、それらをもとに指導資
料の作成に着手している。既存の教科書をベースにしていることの意味は、各学校の教育
課程は国の策定した教育課程に則って作成されていることと、授業レベルで大きく実践を
規定する教科書もまた国の策定した教育課程に準拠して作成されており、日本の教師の年
間の授業は、多少は各教材の入れ替えはありつつも、その大半は教科書の記載の順番に
沿って実施されていることによる。教科書中に書かれている内容には現場の教師も馴染ん
でおり、海が年間の授業の中で登場するタイミングも十分把握している。指導資料はそう
した現場の実践の事実を尊重しつつ、海洋教育に関する研究者による専門的な知見から、
教科書の内容にとどまらず、それを展開し、発展させる方向で検討され、教材が開発され
ている。
　教科書教材を活かした授業の展開や発展のためには、今回作成した指導資料を活用した
実践のあり方を絶え間なく検証し続けてゆく必要がある。また、国の教育課程が変わると
教科書も変わる。この点からも教科書の分析も継続して行ってゆかねばならないが、今後
は単なる既存の教科書の分析を踏まえた指導資料の作成にとどまらず、教科書の変わる時
に今回の研究の成果を教科書の内容に反映させることも、本プロジェクトの挑戦的な課題
として提起しておきたい。
　教育課程を決定する枠組みは、世の中に様々ある学習対象の中から選択した学習内容の
範囲または領域であるスコープ（scope）と、その配列、順次性、系統性であるシークエ
ンス（sequence）から構成されている。既存の各教科と教科書は、既にこれらスコープ
とシークエンスがある程度枠組みとして確固としている。これらの中に出てくる「海」に
かかわる教材は、あくまでその教科の目標を達成するために位置づけられているものであ
る。
　今回開発に着手した「海育科」では、これまでの３年間にわたるプロジェクトの成果を

「海育科」の科目設置にかかわる期待と課題

冨士原紀絵
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活かしつつ、学校現場と共同しながら検討を行い、スコープについては「海との出会い」
「海の科学」「海の保全」「海の利用」と策定した。また、これらのスコープに見合った具
体的な教材も既に多数開発している。ただし、シークエンスについては、上述の通り、現
場の実態を尊重しつつ既存の教育課程（理科、社会科、「総合的な学習の時間」の一部を
充てるという形）や教科書を踏まえた形になっていることから、今後は「海育科」の設置
の「①海に関する親しみ、理解、関心を深める、②私たちの生活が、歴史文化、科学技術
の両面で海と深く関わっていることを理解する、③持続的な海の利用と海洋環境の保護を
通した海との共生が私たちの社会の永続的発展に欠かせないことを理解する」という「趣
旨」を教科目標に高め、それを遂げうるためのスコープと教材を、どの学校段階や学年で
配列するのが真に効果的なのかについて、具体的に検討してゆかねばならない。
　なにより、「海育科」という新教科を確立するには、それが教科である以上、日本の教
育課程の現状からすれば、単に指導資料という位置づけではなく、独自の教科書を作成す
る必要が出てくる。教科としての独立性を意識した「海育科」としてのスコープに基づい
た教材を、既存のシークエンスに基盤をもつ教科書中であっても積極的に掲載しておくこ
とで、やがて「海育科」が教科として独立して一般的に広がった場合に、学校現場に受け
入れやすくなるものと期待できるだろう。
　つぎに、「海」のまさにその場での実体験に大きく依存することなく実施可能なカリキュ
ラムの開発という課題という②の点について、報告書中にも「教科書にすでに記載されて
いる内容なので教師にとって実施のハードルは低く、海から離れた地域でも海洋教育が実
践できるという意識を持つことにも繋がります」と述べられており、現時点では①の指導
資料作成で得られた成果が②の知見からも有効であるということが言える。海辺の地域で
なければ海洋について深く学べないのではないか、という意識を払拭することが重要であ
ることは繰り返して強調しておきたい。
　「海育科」の具体的なカリキュラム開発の実践研究は、千葉県館山市という海辺の地域
の実践のみならず、東京都北区と渋谷区という海に面していない都会の地域でも行うこと
になる。海辺の地域だからこそ出来る実践と、そうでない地域でも出来る実践のそれぞれ
の特徴を検証することが可能になる。その一方で、地域を問わず共有しなければならない
内容は何であるのかという点も強く意識しなければならない。現実の学校の教育活動は地
域の実態を踏まえて展開されるべきことは言うまでも無いが、日本の教育課程の仕組みの
中では教科目標は全国共通でなければ教科としての存在は適わない。海辺の地域とそうで
はない地域のバランスを取った実践研究によることで、より説得的に日本全国の学校に共
有されるべき教科目標が提示できると期待できるだろう。
　最後に、①や②の点も含め、これまで存在しなかった新たな教科を確立させるための諸
条件を解明するには高度で専門的な知見が必要であり、日々規定の教育課程を実践し、そ
れ以外の業務も多数抱えている学校現場のみでは研究を行うには限界がある。これまで
扱ったことの無い教材を現在の教育課程に適用する営みだけでも、教師自身の数多くの学
習や研究が必要になる。特に、海から離れた地域の学校の教師にとって負担が大きいだろ
うことは想像に難くない。
　お茶の水女子大学の本プロジェクトでは、専門的な研究者が教材を開発し、カリキュラ
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ムの開発に関する専門的な知見を提供するのみならず、実際に教材を管理し手配したり、
教師にたいして教材を使った具体的な指導法についての実践的な研修も行い、可能な限り
学校現場の負担を軽減し、効率的に実践に取り組めるようにするための基盤的な支援まで
行っている。実践の普及には、現場を尊重した共同的な研究が求められるだけでなく、実
はこうした基盤整備が重要である。学校運営の中で「海育科」を展開させるためのよりよ
い「仕組み」のあり方までも含めて、今後、現場と共同しながらカリキュラム開発を行っ
てゆかねばならないと考えている。
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